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さらなる教育環境の整備に向けて 

恵那市の教育委員を拝命してはや１０年目を迎え、この度４回目の委員長を務めることになり

ました。この間、学校教育では、子どもの学力向上への方策、施設整備の充実、人事交流、教員

研修などが積極的に行なわれ、その成果が着実に現れています。これも毎日直接子どもたちと

接する先生方の努力の積み重ねと、市の教育行政に対するご理解とご支援のおかげと感謝申し

あげます。 

鈴木隆一委員長    さて、現在の恵那市の教育を考えた時、今後もさらに取り組む必要があるものとして、 

① 子どもの教育環境の整備と充実 

・ さらに進む少子化に対応し、小中学校の教育環境の整備 

     学校の再編と「知・徳・体」のバランスのとれた質の高い教育 

・ 幼児教育を充実させるために幼保を一元化した「こども園」の設立 

     平成２７年度発足に向け準備が進められています。 

② 「生涯学習推進の三学のまち 恵那」の推進 

・ 従来の公民館（コミュニティセンター）での学習活動に加え、地域の「まちづくり」のための課題解決に向

け自治会、地域協議会の活動と協働して「学び」と「学びを生かす」ための機会と場を提供 

の二点があげられます。 

 今後も多くの方のご意見も聞きながら着実に進めたいと思いますので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願い

します。 
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  一人一人の学力を伸ばす 

 教育長を拝命し１年余りが経ちました。学校関係者だけでなく、市内各地域や団体の方々の支

えにより恵那市の学校教育、文化、スポーツが成り立っていることを改めて認識し、深く感謝をい

たしております。 

 さて、ご家庭に学校に通う子どもの有無に関わらず、「恵那市の子ども達の学力はどうなんだろ

う。」と学校教育に関心を持っていただいている方は多く、よく尋ねられます。何をもって”学力“と   

大畑雅幸教育長   するのかという議論もありますが、狭義に捉えて教科学習の定着度ということであれば、例えば

「全国学力・学習状況調査」の当市の平均点を見るときは、全国、県のそれと比較して、教育委員会の施策や各学

校の教育活動の成果を判断するひとつの目安として捉えています。 

この視点で平成２５年度を振り返ると、「小学校では、国語、算数ともに全国、県平均に達していない。」「中学校

では、国語、数学とも全国トップクラスの位置にある』という結果でした。この結果を私たちは、小学校、中学校をそ

れぞれに判断するのではなく、当市の子ども達の学習環境や発達段階を９年間のスパンでみたときの特性であり、

ここに数年来重点を置いてきた「読書活動」と「家庭学習」の成果が見られ始めたと捉えています。質問紙による調

査項目では、「自尊感情」が小中通して低い数値であることから、このことを育てる指導が必要であることがわかり

ました。 

これを踏まえ、今後は次の事に更に力を入れ、学校教育を進めたいと考えています。 

＊ 幼児から小学校低学年の時期に生活習慣と学習習慣をしっかり身に付けさせる。 

＊ 自学自習力育成支援システム等を使った学習を家庭学習においても徹底する。 

＊ 主体性を育てる教育活動を通して自尊感情を培う。 

恵那市教育委員会 総務課 

℡ 0573-43-2112 



 ブックスタート きょうから本もおともだち      ＊＊＊ 恵那市中央図書館 ＊＊＊ 

 

 中央図書館（伊藤文庫）では、「いつでも どこでも 本を」を目指して、読書推進 

の<核>として「読書のまち」をすすめています。 

 乳児期では、７ヶ月児健診時「ブックスタート事業」で本に出会い、幼児期、就学 

期と継続して、絵本から幅広い分野へと広がるよう、読み聞かせに重点をおきな 

がら取り組んでいます。                                           親子でサポーターさんと 

 昨年７月、３歳児保護者のアンケートから、『絵本の読み聞かせのきっかけは？』 

の設問で『ブックスタート』という回答が４割を占めました。また、『読み聞かせをまっ 

たくしていない』という回答はありませんでした。ブックスタートの目的でもある親子 

のコミュニケーションのツールのひとつとなっています。絵本の良さが理解されるよ 

うになり、良い絵本に出会いたいという保護者が増えています。 

                                                                               興味津々 

 恵那市スポーツ推進委員を紹介します    ＊＊＊ スポーツ課 ＊＊＊ 

 

 スポーツ推進委員は、スポーツ基本法並びに恵那市スポーツ推進委員に関する規則に基づいて、教育委員会

から委嘱される非常勤職員であり、本市スポーツ行政の推進者として重要な役割を担っています。 

 市民一人ひとりが、日常生活の中でスポーツ・レクリエーション活動に親しむことを目指し、その普及・発展を図っ

ています。スポーツ推進委員は特に活動の拠点を地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の協力のもと、

地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企画・立案・実施並びに普及活動など、地域の多様化に

即した事業を展開しています。 

恵那市スポーツ推進委員連絡協議会 

氏    名 地区名 氏    名 地区名 氏    名 地区名 

坂上 美代子 大井町 山本 美鈴 武並町 ○土屋 純子 明智町 

樋田 貴大 大井町 後藤 厚之 笠置町 佐々木 涼子 明智町 

小林 隆彦 長島町 鈴村 恭廣 中野方町 平林 和夫 串原 

田中 資晃 長島町 柘植 良人 飯地町 安藤 直美 串原 

伊藤 隆史 東野 ◎三宅 祥市 岩村町 安藤 淑子 上矢作町

○田口 秀二 三郷町 里 恵津子 岩村町 藤野 ゆみ江 上矢作町

土屋 喜美恵 三郷町 西尾 健志 山岡町   

宮地 茂嘉 武並町 伊藤 誠 山岡町   

◎会長 ○副会長 

  《スポーツ講演会のご案内》 

◆日 時：平成 26 年 2 月 22 日（土） 

         午前 9 時～ 

                                                ◆会 場：岩村コミュニティセンター 

                                                ◆参加費：無料 

                                                ◆講 師：牧内隆雄 氏 

                                                      （健康運動指導士・ 

飯田女子短大兼任講師） 

スポーツ吹き矢（ﾌﾘｰﾌﾞﾛｰ）研修の様子         3B 体操研修の様子 


